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〇今後もコストをかけ続けることが正解とは思わない。花壇整備も緑化も否定
   しないがやりすぎの感もある。函館らしさとは何かを考え，手法を根本から見
   直してほしい。
〇適正なアンケートを実施し，プロポーザルに反映させるべき。
○観光，コンベンションに係わる企業等から協賛金をもらえないか検討しては
   どうか。
〇市民の要望やニーズを的確に把握して，毎期，事業内容や方向性を検討す
   べき。
〇アンケートに事業費の項目も含める。
○花の名前や説明を入れてはどうか。函館らしさのある花を選んではどうか。
   周辺との調和が取れているとは思えない。

【基本方針の説明（改善等の具体的内容）および意見・提言等に対
するコメント】

○改善内容については，市民ニーズの把握や事業成果の達成状
　況を確認するため，市民を対象としたアンケート調査を市で実施
　した。また，今後も市民を対象としたアンケート調査を市で実施し
　ていく。
○函館らしさや函館らしさのある花については，駅前広場のイメ
　ージを次のとおりとして，プロポーザルを実施するなど，今後も，
　検討していく。
　・市民と観光客がふれあう函館のエントランス
　・どこか懐かしい薫りがする多世代間の交流の場
　・生活・交通・経済のクロスエリア
○花の名前や説明をする標示（説明）板の設置について，取り組
　 んでいく。

基本方針 現行どおり 基本方針 改善 基本方針 改善

執
行
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外部委託の可能性 すでに実施

実施方法の効率性
図られている（今後の改
善は難しい）

○アンケート調査の結果により，成果を達成しているものと考える。
　　花壇整備について　続けたほうが良い　　　　　　 １１０人
　 　　　　　　　　　　　　　規模を見直したほうが良い　　　６人
 　　　　　　　　　　　　　　やめたほうが良い　　　　　　　 　２人
 　　　　　　　　　　　　　　無回答　                                １人
○事業目的実現のための手段について，現手段が適当か検討し
　ていく。

事業目的実現のための手段 現手段が最適

〇定量的成果指標に市が実施するアンケート結果を示すこと
   が必要である。
〇本当にぬくもりのある空間を整備するという目的を達成して
   いるだろうか。視点を変えて他の手法も検討してみるべきと
   思う。
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コストの節減度 節減できている

〇協賛金が得られるような取り組みを強化してはどうか。
○協賛金を得るなど，将来コストが増加しないための取り組みに
　ついて検討していく。

将来コスト増減見込み
現在より増加する可能
性がある

受益者負担の適正度 適正である
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成果の達成状況 達成している

必
要
性

事業の市民ニーズ 高まっている 〇市民ニーズと観光客ニーズを分けて考えるべき。アンケート
　 結果を根拠とするならアンケートの実施方法を見直すべき。
   結果ありきのアンケートに見える。
〇アンケートは市で行うべき。

○市民を対象としたアンケート調査を市で実施した。

　　調査日　平成２７年１０月２１日

　　対象者　函館市民

　　回答者　１１９人

※事業費（予算１，０００万円）の項目あり

平成２７年度外部事業評価に基づく対応方針

整理番号 事　業　名

７７ 駅前環境美化推進事業費 土木部緑化推進課
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評価項目 評価内容

市の関与の妥当性
社会情勢等から関与が
妥当


